
 

 

 

平成２９年１１月７日 

各    位 

会社名 日本製粉株式会社 

代表者名 代表取締役社長 近藤 雅之 

(コード番号2001 東証第１部) 

問合せ先 理事 広報部長 満生 潔 

(TEL. ０３－３５１１－５３０７) 

 

 

当社連結子会社(オーケー食品工業株式会社)の連結業績予想と実績の差異及び 

通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社の連結子会社であるオーケー食品工業株式会社(JASDAQ･証券コード 2905)は、

平成２９年８月４日に公表した平成３０年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想

と実績の差異について公表し、平成３０年３月期の通期連結業績予想を別添資料のと

おり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

なお、これによる当社の平成３０年３月期通期連結業績予想の変更はありません。 

 

 

以 上 

 



 
平成29年11月７日 

 各  位 

オ ー ケ ー 食 品 工 業 株 式 会 社 

代表取締役社長 大重 年勝 

（ J A S D A Q・ コ ー ド 2 9 0 5） 

問い合わせ先 

常務取締役管理本部長 城後 精二 

電 話 (０９４６）２２－２０００  

 

 

第２四半期累計期間連結業績予想と実績の差異及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 

当社は、平成 29年８月４日に公表いたしました平成 30年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想

と実績に差異が生じましたので、お知らせいたします。また、最近の業績を踏まえ、平成 30年３月期

通期の連結業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

                   記  

 
 

１．平成 30年３月期第２四半期累計期間連結業績予想と実績の差異（平成 29年４月１日～平成 29年９月 30日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する四半

期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

４，７００ 

百万円 

１１０ 

百万円 

１２０ 

百万円 

１００ 

円 銭 

２７．００ 

実績値   （B） ４，６３３ ５０ ６８ ７８ ２１．３０ 

増減額  （B-A） △６６ △５９ △５１ △２１ ― 

増減率   （%） △１.４ △５３．９ △４２．６ △２１．１ ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 29年３月期第２四半期） 
― ― ― ― ― 

 

２．平成 30年３月期通期連結業績予想の修正（平成 29年４月１日～平成 30年３月 31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

９，５００ 

百万円 

２４０ 

百万円 

２５０ 

百万円 

２２０ 

円 銭 

５９．３９ 

今回修正予想（B） ９，３００ １１０ １３０ １２０ ３２．４０ 

増減額  （B-A） △２００ △１３０ △１２０ △１００ ― 

増減率   （%） △２．１ △５４．２ △４８．０ △４５．５ ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 29年３月期） 
― ― ― ― ― 

 

(注)１．前事業年度は、連結決算を行っておりませんので、前年対比は記載しておりません。 

２．平成 30年３月期第２四半期累計期間及び通期の連結業績予想における１株当たり四半期(当期)純利益

につきましては、平成 29年 10月１日を効力発生日として普通株式 10株につき１株の割合で株式併合

を実施しているため、当該株式併合の影響を考慮しております。 



 

３．差異が生じた理由及び修正の理由 

第２四半期連結累計期間では、売上高につきましては、国内向け「味付け油揚げ」の売上が減少しました

が、海外向け販売が堅調に増加したことにより、概ね計画どおりに推移いたしました。 

利益につきましては、全国的な人手不足を背景に、当社におきましても想定以上に外部派遣等が増加した

ことで労務費が上昇するなど、製造コストが上昇したことにより当初予想値を下回る結果となりました。 

下半期における売上高につきましては、上半期と同様の需要で推移すると思われることから、通期予想値

は当初予想値から微減としました。また、利益につきましては、下半期も労務費に加え、原材料費、動力費

の上昇が見込まれ、通期予想値は当初予想値から減少することが想定されますことから、下方修正いたしま

す。 

 

（注）業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき算定しております。従いまして、実際の

業績は今後様々な要因によってこれらの予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

                                         以  上 


